
   Rodney Green Trio 
[Profile]

ティオ・ヒル　Theo Hill  : piano

           ニューヨーク市に生まれ育つ。

ラガーディア高校のMusic and Art and the Performing Arts でチューバの Bob Stewart の指導を受ける。

その後、オリン・オブライエン（ニューヨーク・フィル）、ロン・カーター、ベン・ウルフ、ジョン・クレイトンに師事。

2004 年にクラシック音楽でジュリーアード音楽院を卒業する。

在学中の '03 年から '04 年には「エリック・リード・トリオ」のメンバーとしてスイス、スコットランドのツァー、

ハリウッドボウル やリンカーンセンター等の他、世界中の多くの会場で演奏する。

現在、ロイ・ヘインズ “Fountain of Youth” のメンバーとして、アメリカ国内ツァーやヨーロッパ、日本へのツァーに参加

する他、伝説的ジャズ・ジャイアントの Jimmy と　Albert “Tootie” の “Heath Brothers” や話題の大型新人男性ヴォーカ

スト /Sachal Vasandani のグループでも活躍している。

デビッド・ウォン　David Wong  ： bass

ニューヨーク州オールバーニーで生まれる。

5歳でタウブマン・テクニックのスペシャリスト /メアリー・モランにクラシック・ピアノを習い始める。

その後、ジャズ・ピアニスト /Lee Shaw に興味を持ち 16 歳の時にニューヨークのスモールズに聴きにに行く。

ニューヨーク州立大学パーチェス校に入学してジャズ・ピアノを Charles Blenzig と Hal Galper に師事する。在学中に

The Purchase Jazz Orchestra のメンバーだけでなく New York Youth Symphony の Jazz Band Classic にも選出され２年間

参加し、200３年から 04 年の功績により「Director’ s Award for Commitment and Achievement 」を受賞する。

2004 年、優秀な成績で卒業しニューヨークに活動の場を移す。ニューヨークに移ってからの活躍はめざましく

harles Tolliver, Wallace Roney, Jeremy Pelt, Bobby Watson, Victor Bailey, Lenny White, Roy Ayers, Harvey Mason, Dennis Davis,

 Frank Lacy, Essiet Essiet, Victor Jones, Bill Saxton, J.D Allen, Byron Landham, Tim Green, Willie Jones III, Curtis Lundy, 

David Weiss, Hamiett Bluiett, Carmen Lundy, Gregory Porter, Mingus Big Band, Charles Tolliver Big Band 等多くのミュージ

シャンのバンドに参加する他、自己のグループでDizzy’ s Club at Lincoln Center、Blue Note、Birdland、 Carnegie Hall、

ニュージャジー州カムデン生まれ。

幼いころから教会でゴスペルとソウルミュージックに囲まれて育ち、ドラムを演奏始める。14 才の時に本格的に

ドラム・レッスンを受け始め、ジャズ、ファンク、ソウルミュージックを学ぶ。16 才でフィラデルフィアの

ジャズクラブで演奏を始めると間もなく、ボビー・ワトソンからの誘いを受け世界中をツアーする。

17 才の頃からは活動の拠点をニューヨークに移し、すぐに、チャーリー・ヘイデン、ラビ・コルトレーン、

リズ・ライト、エリック・リード、ベニー・グリーン等、数多くの主要アーティストと共演を重ねる。

ロドニー・グリーン　Rodney Green ：drums

その後数年間はクリスチャン・マグブライド、グレッグ・オズビー、トム・ハレル、マルグルー・ミラー等のグループで演奏し、またダイアナ・クラール・

グループのドラマーとして２年間活動をともにする。

現在は豊かな経験と卓越した技術で自己のグループを牽引するとともに、作曲と創造的な次なるプロジェクトに情熱を燃やし、同時にテレンス・ブランチャ

ード、ウイントン・マルサリス、ステフォン・ハリス、アダム・ロジャース、アビー・リンカーン、ハービー・ハンコック、ダイアン・リーブス等、

著名なアーティストとの共演を続け、ニューヨークのファースト・コール・ドラマーとして活躍している。

Smalls, 55 Bar、 The Iridium、Jazz Standard 等に出演する他ヨーロッパ、アジア、南米、アフリカ等世界各地のジャズ・フェスティバルやコンサートにも

出演している。

現在、演奏活動の他、New School や Collective School of ensign Music で後進の指導にあたっている。

ニューヨークタイムズ紙に　　"a painterly young pianist with a chamber-like approach to composition and a fine recent 　album on the SmallsLive label"

　と賞賛される、最も期待される若手ピアニストの一人


